
・Kasuga Learning Commons
  - 筑波大学 春日エリア
　 

・KLCの特徴

　 図書館情報学図書館内に位置
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KLCとは

設置経緯

活動内容

KLC利用のされ方

今後の課題

常に成長し続ける
筑波大学春日ラーニングコモンズ(KLC)

URL http://www.slis.tsukuba.ac.jp/klc 　Email klc@klis.tsukuba.ac.jp 

一般的なLC KLC
運営主体 図書館員 大学院生 学部生
対象 全学部生 1学部

サポート
内容

グループ学習
パソコン提供

講義演習とレポートの補助
履修 進路 パソコン
生活相談 等

2008年度
 授業補助を中心とし，空き教室に開室   
2009年度
 教室を移転．週２回半日開室
2010年度
 現在の図書館内に移転．チューター業務の
 みならず，各種イベントを開催
2011年度
 学部生, 大学院生混在のチューターの体制へ
 図書館内の庭をKLCのテラス席へ

チューター業務
・開室時間：平日15:00-19:00
・学部生, 大学院生がチューターとし常駐, 学習支援
・受け付けた質問とその回答はブログへ公開
イベントの企画 運営
・教員学生間の交流, 知識共有を目的としたイベントを開催  
・イベント例 
   - 研究室相談会  - 就活カフェ  - ソーシャルリーディング研究会 
   - ブックトーク  - tsukuba.rb  - HTML勉強会　他各種勉強会等
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KLC利用者と質問者数の推移
利用者数, 質問数共に前年度に比べ急増
　・講義内で教員, TA兼KLCスタッフが受講学生の
      積極的利用を促し, 認知度が向上
　・TAがチューターに加わり, 回答への信頼性が向上 

学生から受ける質問内容
・「授業」に関する質問が大半
・「履修・進路」「パソコン」「生活」「イベント」に
　  関する質問も寄せられる
学生が運営主体, 且つ１つの学部に特化
　→多岐に渡る質問にも対応可能 

チューターの構成
・2010年度：学部生のみ
・2011年度：学部生＋大学院生
   →「大学院の講義」「卒業研究」といった高度な質問へ
       の対応が可能に．KLC利用目的が多様化 

チューターの質向上への取り組み
・チューターミーティング
　チューター間で受けた質問とその回答を共有し, 回答の　
　質の向上を図っている
・授業との連携
　質問が多い講義の担当教員, TA兼KLCチューターと連携

・教員, 学生スタッフ, TA, 図書館員及び事務部局のさら
   なる連携
・安定した運営資金, 学生スタッフの確保
・KLC内の設備の拡充
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チューター業務

KLCの全景

チューターによ
る学習支援

先生もブックトークに参加ブックトークは人気企画研究室相談会

青空ミーティング レポート締切前は大忙し プログラミングもできま
す
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